
 

熱中症により、毎年約４万人以上の方が救急搬送されています。令和５年は約９万１,５00 人の方が

搬送され、平成 20 年の調査開始以降、過去２番目に多い搬送人数を記録しました。 

熱中症による救急搬送人員の増加の要因として、気温や湿度等の上昇が関係していることが分かっ

ています。特に、梅雨明け前後の暑さには、最も注意が必要です！！ 

熱中症も補償される傷害の

共済が商工会にあります！ 

商工会の福祉共済 「けが」「病気」「がん」の補償+福利厚生サービス 

            個人賠償責任補償+熱中症の補償 

熱中症の補償 

◇ 入院したら    1 日目から 日額 2,000 円～8,000 円 

◇ 通院したら    3 日目から 日額 750 円～3,000 円 

◇ 万が一のときは  100 万円 ～ 800 万円 などなど 

 

プランは月額 2,000 円・3,000 円・4,000 円（ライトプランは月額 1,000 円） 

商工会の会員さん（家族、従業員含）だけが、ご利用いただける特別な共済です！ 

「けが」「病気」「がん」の補償もございます（プランにより内容は異なります） 

➝ 死亡共済金・後遺障害共済金 

太宰府市商工会 ☎092-922-4345 お問い合わせ先 

 

令和５年度の救急搬送の内、 

室内(住居)での発症が全体の４割を占めています。 


